
Keyword

本研究室では、自然環境の保護・保全・再生（復元）・修復・
創出に資する手法について、動植物、とくに植物の生理生態
から研究を行っています。
たとえば、近年では、右記した研究を行政や地域住民など

と実施しています。

●外来植物の抑制（中間市・奈良市・帯広市）
●崩壊斜面の植物による侵食防止（鹿児島市）
●廃道における野生動物の利用実態（日田市）
●地域資源の利活用（阿蘇市）
●街路樹と都市の生物多様性（福岡市）
●里山管理と地域活性（新宮町）　　　　など

自然環境との調和

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

防災・減災に配慮した国土整備その他の研究テーマ

サステイナブルな
社会を目指して

●都市/農村計画・自然再生・環境教育
Point

都市緑化、植物生態、環境保全

自然教室の開催（立花山植物
観察会・小学校プール清掃＆ヤ
ゴ採り教室・唐原川魚とり教室
など）

●こどもたちに自然の大切さを伝
えたい

●自然環境との共生を目指した
まちづくりを展開したい

風土に根ざしたグリーンインフラ
ストラクチャーを提案

建築都市工学部
都市デザイン工学科

教授

内田 泰三

Keyword

建設工事や災害などで発生する泥状の土砂は流動性が高
いため運搬が困難で、建設材料としての利用が困難です。
本研究ではpHを大きく変えることなく、短時間に運搬可能

な強度に改良するための中性土質改良材の開発を行っていま
す。改良材は若干の高分子材のほかは、珪藻土など天然土
砂が起源の材料を用いており、環境負荷が小さいことが特徴

です。また、従来の石灰系固化材やセメント系固化材のよりも
短時間の改良が可能で、過剰固化の懸念も小さい材料です。
中性土質改良材だけでは大きな強度が得られないため二
次処理が必要ですが、二次処理における改良コストを低減す
ることも可能であると見込まれています。

泥土の有効利用拡大を目指した
中性土質改良材の開発に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

有害重金属の不溶化による産業副産物の地盤材料としての有効活用に関する研究
都市部の急傾斜斜面の降雨に対する危険度や危険範囲の予測手法の開発に関する研究

その他の研究テーマ

リサイクル地盤材料、環境負荷低減、建設残土、災害発生土

●後の工程のために泥土を速
やかに撤去、搬出したい
●撤去した土砂を処分場には
持っていきたくない

●用途に適した品質を有する土
が欲しい
●すぐに手に入る土が欲しい

短期中性土質改良
●泥状の土を短時間で運搬可能な状態に改良します
●中性で過剰固化を起こさないため、広い用途で利用できます

Point

建築都市工学部
都市デザイン工学科

教授

林 泰弘

【一次処理】
中性のまま、運搬
可能な状態に改良

【二次処理】
用途に応じた強度
が得られるように
改良

仮置きした一次処理土をそのま
ま利用できますし、用途によって
はさらに改良して用いることもで
きます

中性のまま運搬できる状態にす
ることで、のちの有効利用のた
めに仮置きできます

一次処理土

原土
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